
デバイス事業のINPUT / OUTPUT 
（国内6拠点を対象としています。 
詳細は1ページをご参照ください） 

 

エレクトロニクス機器事業のINPUT / OUTPUT 
（国内17拠点、海外17拠点を対象にしています。 
詳細は1ページをご参照ください） 

資源 
（石油・金属・ 
石英など） 

回収・ 
再使用量 
18.3トン 

再資源化量 
2,264.5トン 

ユーザー 

サプライヤー 

完成品 
メーカー 

完成品 

減量化量 
2,083.4トン 

埋立処分 
10.7トン 

TFT液晶梱包材 

TFT液晶 
モジュール 

W-CSP※2 COF※3

中
間
処
理
 

電子辞書 

使用済 
パソコン 

使用済 
プリンタ 

ネームランド 
消耗品 

ページプリンタ 
消耗品 

電力 
88,140,034.0ｋｗ 

 

CO2排出量 
40,882.0トン 

時計 ペンPC デジタルカメラ 

開発・設計 

調　達 

製　造 

輸　送 

販　売 

デバイス事業 

地 球 環 境  

廃棄物 
4,358.6トン 

温室効果ガス 
 CO2 74,607トン-CO2 

SF6 16,551トン-CO2 
 

排出ガス 
 

排水 2,044.8千m3 
BOD 18.6トン 

 

工業用水循環使用量 
173.7千m3

化学物質 
（PRTR法対象） 

29.4トン 
 

エネルギー 
電力 12,738.8万ｋｗｈ 
燃料 8,044.9ｋｌ（原油換算） 
水 2,551.0千m3  
化学物質 
（PRTR法対象） 167.3トン 

素材・材料投入量※1 
プラスチック 135.3トン 
金属 117.9トン 
電子部品・基板 159.4トン 
包装材 607.4トン 
（リサイクル材 464.4トン） 

Noｘ 16.3トン 
Sox 7.7トン 
ばいじん 0.6トン 
 
 

回収・ 
再資源化量 
1,091.0トン 

再資源化量 
1,918.0トン 

ユーザー 

減量化量 
116.7トン 

製品 
14,797.0トン 

包装材 
2,705.3トン 

取扱説明書 
2,153.4トン 
 

埋立処分 
1,050.5トン 

中
間
処
理
 

開発・設計 

調　達 

製　造 

輸　送 

販　売 

エレクトロニクス 
機器事業 

地 球 環 境  

廃棄物 
3,085.2トン 

温室効果ガス 
 CO2 37,548.0トン-CO2

排出ガス 
 

排水 371.2千m3 
BOD  6.8トン 

 

化学物質 
（PRTR法対象） 

0.0トン 
 

エネルギー 
電力 4,531.7万ｋｗｈ 
燃料 3,792.8ｋｌ（原油換算） 
水 464.0千m3 

化学物質 
（PRTR法対象） 15.7トン  
 

Noｘ 83.4トン 
Sox 23.3トン 
ばいじん 2.0トン 
 
 

※1 素材・材料投入量：TFT液晶モジュール、W-CSP、COFを対象 
※2 W-CSP：パッケージングプロセスのすべてがウエハー状態で完結するICパッ

ケージ。チップと全く同じ寸法までパッケージを小型化できるのが特徴。 
※3 COF：Chip on Filmの略で、薄い樹脂製フィルムにLSIチップを直接結合した

もの。限られたスペースにLSIを効率的・高密度に実装することが可能。 

お詫びと訂正：2004年度環境経営報告書において素材・材料投入量で「包
装材0.5トン（そのうちリサイクル材0.3トン）」と記載し
ておりましたが、「包装材501.0トン（そのうちリサイクル
材384.1トン）」に訂正させていただきます。 

※4 素材・材料投入量：各品目の代表機種より推定 お詫びと訂正：2004年度環境経営報告書において素材・材料投入量で「包装材12,154.5トン（そのう
ちリサイクル材10,052.6トン）」と記載しておりましたが、「包装材11,654.0トン（その
うちリサイクル材8,625.0トン）」に訂正させていただきます。 

資源 
（石油・金属・ 
石英など） 

サプライヤー 

素材・材料投入量※4 
製品 24,968.0トン 
取扱説明書 4,342.0トン 
（リサイクル材 2,188.6トン 
包装材 11,676.0トン 
（リサイクル材 8,970.7トン） 

※パフォーマンスデータの詳細はウェブサイトにて 
   ご覧ください。 

http://www.casio.co.jp/csr/URL

カシオグループの 
マテリアルバランス 

デバイス事業の 
マテリアルバランス 

マテリアルバランス 
事業活動にともなうINPUT／OUTPUTを的確に把握し、 
環境保全活動のさらなる向上につなげます。 

地球環境とカシオ 

エレクトロニクス機器事業においては、

2002年に山形カシオにおけるコジェ

ネレーションの導入にともない、電力使

用量は削減されましたが、その反面、燃

料使用量の増大が、CO2排出量の増大

要因となっています。このためCO2排

出総量では、2003年度13,891トン-

CO2に対し、2004年度17,417トン-

CO2と、前年比25%以上の増加となっ

ています。 

また、生産高原単位では、2003年度

0.153（トン-CO2／百万円）に対し、

2004年度0.202（トン-CO2／百万円）

と、32%以上の増加となっています。

京都議定書における日本の目標が絶対

値で6%の削減であることを踏まえ、さ

らに省エネ対策を継続していきます。 

廃棄物処理においては、デバイス事

業と同様に、各事業所、拠点毎に最適な

処理施設を持つ業者の選択によってリ

サイクルに努め、埋立量削減活動を各々

展開しています。この結果、国内調査対

象8事業所・拠点のうち、2004年度ま

でに5事業所・拠点（山形カシオ、カシオ

電子工業、カシオ計算機（本社、羽村技

術センター）、カシオ日立モバイルコミュ

ニケーションズ）でゼロエミッションを

達成しました。残る3事業所については

継続的な改善を進めています。 

エレクトロニクス機器事業の 
マテリアルバランス 

カシオでは、デバイス事業とエレクト

ロニクス機器事業、それぞれの事業活

動において、物質、エネルギーの投入量

と、そこから排出される環境負荷を把握

し、環境保全活動のさらなる向上に結び

付けています。 

近年、カシオグループ全社のCO2排

出量は事業の拡大にともない上昇傾向

にあります。また、国内におけるデバイ

ス事業の拡大にともなう水使用量増加

の対策としては、水の循環使用に努め

ています。 

また、廃棄物においても、再資源化は

重要な課題と捉え、優れた再資源化技

術を持つ処理業者を優先的に採用して

います。さらに、デバイス工程の処理に

使用される薬品などの化学物質の削減

にも努めるなど、広範囲な事業活動の

なかで、さまざまな環境対策に取り組ん

でいます。 

デバイス事業においては、昨今のパ

ソコン、携帯電話などの普及により、

1990年以降大幅な生産増が続いてい

ます。これにともない、工場規模の増大、

設備の増加のため、CO2排出総量にお

いては、2004年度で74,607トンと

なり、1990年度の20,144トンとの比

較で3.7倍となっています。 

この事業ではクリーンルーム用の熱

源や、排水を無害化処理する装置の終

日稼動などが、生産の増減に関係なく

ほぼ一定の状態で稼動しており、これが

大きなエネルギー、水消費の要因となっ

ています。その解決策として、例えばよ

りCO2排出の少ない燃料（A重油から

軽油）に切り替えるなど、各事業所が

CO2の排出削減に向けた努力を続けて

います。 

また、廃棄物処理については、使用す

る薬液が大きく増加したことから、各事

業所、拠点毎に最適な処理施設を持つ

業者の選択によりリサイクルに努め、埋

立量削減活動を各々展開しています。

この結果、調査対象6事業所・拠点のうち、

2004年度までに5事業所・拠点（高知

カシオ、甲府カシオ（本社、一宮）、カシ

オマイクロニクス（山梨）、カシオ計算

機（八王子技術センター））でゼロエミッ

ション（総廃棄物量に対する埋立量1%

以下）を達成しました。残る1事業所に

おいても、埋立率は1.23%であり、

2005年度中に達成する見通しです。 
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